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「急落から戻りつつある銘柄を選別する」
JP法研究会 富士栄

ギリシャの債務問題が合意にこぎ着け、また中国市場は、政府の介入により一気に戻し
つつあります。

日経平均も急落前、7/7の水準には戻ってくるでしょう。

そこで今回は、この急落反転局面で、まだ反転していない戻ってきそうな銘柄の選別方
法を解説します。

値動きが荒い小型株は避け、優良株といわれているＪＰＸ日経４００採用銘柄から選び
たいと思います。
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■手順 絞り込み検索を使います。

６１．検索対象銘柄選択から「ＪＰＸ日経４００採用銘柄」を選択します。

※表記は、バージョンアップしたものです。

バージョンアップしていない向きは、「日経３００採用銘柄」を選択されてください。

表記は、日経３００ですが、実際のデータはＪＰＸ４００に置き換わっています。
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７８．相場欄計算

値幅比較周期を「４」とします。

これで直近日（７／１３）と４日前である７／７の比較となります。

明日、７／１４の場合は、「５」と入力してください。

ようは、７／７と比較する日数分を入力するという事です。
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選択する日付は、常に直近とします。今回は７／１３が直近です。

計算が終わったら７９．相場欄表示から、読み込ませます。
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７９．相場欄表示

日足を選択し、「読込」をクリックします。

下記の表示となります。

「昇順」→続けて、「値幅％」をクリックします。

この並び替えで、７／７と比較して下落率が大きい順に表示されます。
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このように表示されます。下落率の大きい順となっています。

「書込」をクリックして、この並びを保存してください。

続けて、表中どこでもいいので、マウスの左ダブルクリックをします。

分析チャートの表示となります。

以降は、チャートを眺めていく事になります。

ここから戻りつつある銘柄を選別していきます。

アナログですが、目でみて判断します。

３９９銘柄もあるので全部を見る必要はありません。

上から順番に見ていき、５銘柄ほどピックアップすればいいでしょう。
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戻ってきていない銘柄はパスします。
７／７

下放れて以降、下落はしていないが、横ばいとなっている。

どっちつかず。今回はパス。
７／７

反発せずに下へ

横ばい
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反騰してきた銘柄 まだ７／７までの水準に到達していない。戻る事を期待。

７／７

７／７

という具合にみていってください。

自動で銘柄を送りたい場合は、「機能」－「銘柄自動表示設定」を選択してください。

反騰を開始

反騰を開始
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この機能は、銘柄を一定時間表示し、次銘柄へ進むものです。
また、気になった銘柄をユーザー銘柄シートへ、３つまで分けてセットする事が出来ま
す。

解説は、ホームページから「ソフト利用事例集」第７２回 をご覧下さい。
http://www.neuralnet.co.jp/howjp/index.html


